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第1章 はじめに 

この環境情報論では、各地の環境について、衛星搭載地球観測センサーから捉えられた

経時変化について考察し、その背景を探る。衛星搭載地球観測センサーは 1970 年代後半

から民間における利用が可能となった。当初は、空間分解能 80mのランドサット資源探査

衛星搭載のマルチスペクトラム・スキャナー(MSS)であった。当時としては、画期的な情

報供給源であり、農業、林業、気象、漁業など多方面にわたる応用が検討された。その後、

1980年代に入り、同じランドサット資源衛星に搭載されたセマティックマッパー(TM)は、

30m の空間分解能による観測データを提供し、MSS に対し、詳細な地表面の情報を提供

した。 

一方、2006 年に宇宙航空研究開発機構(JAXA)により打ち上げられた陸域観測技術衛星

(ALOS)に搭載された高性能可視近赤外放射計(AVNIR)は、10mの高空間分解能の観測画像

を提供した。AVNIRによる観測データは、ランドサット搭載の TMと同様に、周回帰日数

が 16日程度であり、晴天日の条件と重なることが少なく、年間を通した観測機会は限定さ

れるものの、地表面の詳細な情報を提供してきた。 

本書においては、1980 年代の TM による観測データを過去の基準データとし、20 年程

度の経時変化を衛星観測データから見出し、考察を進める。 

また、東京情報大学において受信し、地球物理量を提供している地球観測衛星 Terra と

Aqua に搭載された中解像度画像放射計(MODIS)による観測データの利用を試みる。

MODISは、TMあるいは AVNIRと異なり、空間分解能が 250、500、1000mと低く、広

域を観測するセンサーである。ただし、36 の波長を持ち、豊富な地球物理量を提供する。

MODISによる観測データについては、2002 年からの観測であること、地表面の詳細な情

報を収集することが困難であることから、季節変化など短期間において観察される現象を

本書の解説対象とした。 

各章ごとに、衛星観測データのサンプルを用意し、実際に可視化を試み、衛星観測デー

タから判読できる情報について考察する。毎回 PC を利用し、使用するソフトは、米国パ

ジュー大学により開発され、フリーウエアとして提供されるMultiSpecである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


